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都市計画法（抜粋） 
（市町村の都市計画に関する基本的な⽅針） 
第 18 条の 2 市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並びに都市計画区域
の整備、開発及び保全の⽅針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本的な⽅針（以下この条において
「基本⽅針」という。）を定めるものとする。 
2  市町村は、基本⽅針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住⺠の意⾒を反映させるために
必要な措置を講ずるものとする。 
3  市町村は、基本⽅針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県知事に通知しなければ
ならない。 
4  市町村が定める都市計画は、基本⽅針に即したものでなければならない。 

第１章 都市計画マスタープランの構成等 
 

１ 『都市計画マスタープラン』の位置づけ 

『都市計画マスタープラン』は、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として「都市計画法第 18

条の 2」に定められている計画です。都市計画に関連する都市づくりは、この『都市計画マスタープラ

ン』に即して※行われます。 

『三条市都市計画マスタープラン』は、下図に示すとおり「三条市総合計画」※などに即して定めること

となります。 

総合計画は、都市計画マスタープランの上位計画に位置づけられていることから、都市計画マスタープ

ランの都市フレーム※は、総合計画のフレームと整合をとりながら策定されることとなります。 

【位置づけ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「即する」： 沿うこと。ここでは、「相互に矛盾がない」こと。 ⇒巻末【用語解説】参照 
※ 「総合計画」及び図中の「都市計画」、「都市計画区域の整備・開発・保全の方針」、「具体の都市計画」等の用語については、巻末

【用語解説】参照のこと。 
※ 「（都市）フレーム」： ［frame 枠組、骨組］ ここでは、計画の目標時点における人口や世帯、産業、土地利用などの将来予測値、もし

くは見通しのこと。 計画を立てる際には、このフレームを基準に都市の規模や配置の検討を行う。 

反映 

即する 

【本市の上位計画】 

・三条市総合計画（令和５年度～令和 10 年度） 

【市民意向】 

アンケート調査、パブリックコメント 

 

【関連計画】 

・三条市デジタル田園都市構想 

  総合戦略・人口ビジョン 

・三条市地域公共交通計画 

・三条市国土強靱化地域計画 

・三条市空家等対策計画 

・三条市経済ビジョン 

・三条市環境基本計画 

・三条市公共施設等総合管理計画、 

三条市公共施設再配置計画  等 

・

 

【新潟県の上位計画】 

・  

 

新潟県 三条市 

 マスタープラン 

即する 

即する 

整
合 

 

整合 
整合 
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２ 『都市計画マスタープラン』の目標年次と対象区域 
 

(１) 目標年次 

『三条市都市計画マスタープラン』における計画目標期間は、都市づくりがその実現に至るまでに多く

の時間を要することから、概ね 20 年先を展望して策定することとします。 

また、都市計画マスタープランに示す方針や諸方策は、社会情勢の変化や都市を取り巻く環境の変化等

に対応して、適宜必要な見直しを行うものとします。 

 

(２) 対象区域 

三条市全域における均整のとれた一体的・総合的な方針を構築するため、都市計画区域の指定してある

三条・栄地域、及び都市計画区域外の下田地域も含めた全市域を対象範囲とします。 

 

 

３ 『都市計画マスタープラン』の考え方と構成 

『都市計画マスタープラン』は、住民に最も近い立場にある市町村が、その創意工夫の下に住民の意

見を反映し、都市づくりの具体性あるビジョン※を確立し、市域のあるべき市街地像※を示すとともに、

都市整備課題に応じた整備方針や都市生活、経済活動等を支える諸施設の計画等を総合的に定めるもの

です。このことから、『三条市都市計画マスタープラン』についても、三条市の特性に応じた都市づく

りの方針とするため、市域の土地利用や各種施設の整備の方針に加え、三条市の生活像※や産業構造、

交通、自然、さらには環境、景観、防災等の観点も含めた方針の作成を行います。 

都市計画マスタープランは、「全体構想」、「地区別構想」、「実現化の方策」等により構成されます。 

「全体構想」は、目指すべき都市像とその実現に向けた整備方針等、「市域全体の都市づくりの方向

性を示す」ものです。 

都市計画の前提となる都市構造・都市空間及びこれと密接な関連を有する交通体系の整備の考え方や

土地利用、施設整備等の方針とともに、都市内の自然的環境の保全その他の良好な都市環境の形成、都

市景観形成等の指針などを定めます。 

「地区別構想」は、全体構想に示された整備の方針等をもとに、それぞれの適切なまとまりのある地

域の特徴や地域固有の資源を活かし、あるべき地域像、実施されるべき施策等、「各地域の実状に対応

した都市づくりの方針」を定めます。 

「実現化の方策」は、本市の将来像の実現に向けた手法や推進体制、計画の進行管理など、「目指す都

市づくりを実現するための取組」を定めます。 

なお、市では、『三条市都市計画マスタープラン』の改定にあたり、市民の都市づくりに対する意識や

意向を把握するため、令和 ６ 年 10 月に市民 3,000 人を対象にアンケート調査を実施しました。 

 

 

 
※ 「ビジョン」： ［vision 見通し、展望、理想像］ ここでは、都市の将来や未来の姿をいう。「都市の将来像」と同義に捉えることができる。 
※ 「市街地像」： 市街地の将来の姿のこと。一口に「住宅地」といっても、戸建住宅だけで構成するのか、ある程度の規模の店舗まで

立地を許容するのかなど、居住環境には様々なタイプのものがあることから、具体的な市街地の利用目的に応じた将来像として示

すことが求められる。また、この総体が都市全体の「市街地像」となる。 
※ 「生活像」： 市民生活全般の将来像のこと。市民の将来生活像は人それぞれで異なるが、都市は人々が生活を営むことで成り立っ

ていることを踏まえると、「生活像」をイメージすることで、都市全体として特徴づくりや、市民の暮らしやすい都市づくりにつながるも

のと考える。 

● 対象区域：『三条市全域』 

● 目標年次：『令和 ２７ 年（ 2045 年）』 
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【策 定 の 流 れ】 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【市民参加】 

パブリックコメント 

説明会・動画配信 

決定・公表 

都市計画審議会 

【全体構想】 

都市の現況・都市整備の課題 

将来目標の設定 

都市づくりの方針 

【地域別構想】 

地域別の現況・課題 

地域別の将来目標の設定 

地域別将来像の方針 

【実現化の方策】 

都市計画審議会 

アンケート 

都市計画審議会 

都市計画審議会 

都市計画審議会 
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【都市計画マスタープランの主要構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● 将来目標の設定 

第２編 全体構想 

● 将来都市構造 

● 都市づくりの方針 

 ・土地利用の基本方針 

 ・都市施設等の整備方針 

 ・都市環境の形成・保全等の方針 

 ・防災都市づくりの方針 

第３編 地域別構想 

第４編 実現化の方策 

第１編 市の概況と都市づくりの主要課題 

  

● 地域別都市づくりの方針 

● 地域区分の設定 

 △△地域 

・現況の把握 

・将来目標の設定 

・地域づくりの方針 

 

 

 

 ● 市の概況 ● 都市づくりの主要課題 

● 将来都市像の実現に向けて 
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第２章 将来目標の設定 
 

１ 都市づくりの理念※ 
 

三条市都市計画マスタープランを市民や事業者、行政など、都市づくりに関わる各主体が連携して効

果的に進めるためには、実現を目指す都市の姿を共有することが重要となります。 

ここで、上位計画に位置づけられる「三条市総合計画(計画期間：令和５年度～10 年度)」では、目指

す将来の姿として、『豊かな自然に恵まれた 歴史と文化の息づく 創意にみちた ものづくりのまち』 と

掲げています。 

 

三条市都市計画マスタープランにおいても、将来の姿についてはこの考え方を共有した都市づくりを

進めて行くこととし、「都市づくりの理念」を以下のように設定します。 
 

 

【三条市総合計画（計画期間：令和５年度～10 年度）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「都市づくりの理念」： ⇒巻末【用語解説】参照 

三条市が目指す将来の姿 （将来都市像） 〔概要〕 

■田園や川辺の風景など、四季折々の趣を見せる豊かな自然に囲まれたまち 

■先人から受け継いできた歴史と文化が日々の暮らしに息づくまち 

■進取果敢な気風が育んだ地域の発展を支えるものづくりの伝統が盛んなまち 

これらのことを踏まえ、本市の個性や優位性を意識して守り、かけがえのない存在としての地位、多くの人を引き
つける魅力、まちの持続可能性を高めるため、総合計画における将来都市像を 

『豊かな自然に恵まれた 歴史と文化の息づく 創意にみちた ものづくりのまち』 

と定め、その実現に向けたまちづくりを進めます。 

＜都市づくりの理念＞ 

豊かな自然に恵まれた 歴史と文化の息づく 
創意にみちた ものづくりのまち 
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□ 都市計画マスタープランの都市づくりの理念と目標の概要 

 

２ 都市づくりの目標 
 

都市づくりの理念を踏まえ、次に示す５つの「都市づくりの目標」を掲げます。 

この目標及び目標展開を達成するために、これ以降に示す「将来都市構造」を踏まえ、「土地利用方

針」、「都市施設の整備方針」等の都市づくりの方針で、項目ごとに進むべき方向性や施策形成に向け

た内容を示します。 

 

【都市計画マスタープランの都市づくりの理念と目標の概要】 
 

 

 

 

 

■ 都市計画の観点等 

■ 持続可能な都市、環境との共生等 

地
域
の
風
土
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り 

三
条
の
個
性
が
光
る
都
市
づ
く
り 

質
が
高
く
機
能
的
な
都
市
づ
く
り 

災
害
に
強
く
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り 

＜都市づくりの理念＞ 

豊かな自然に恵まれた 歴史と文化の息づく 創意にみちた ものづくりのまち 

市
民
と
と
も
に
あ
る
都
市
づ
く
り 

固有の自然、 
歴史・文化の

保全と活用 

濃密で成熟した 
都市への転換 

安全・安心の 
確保 

市民と行政の 
協働 

【展開１】 
自然との調和・

共生の都市 

ものづくりと 
交流を礎とした

発展 

【展開１】 
都市機能の集約

化によるコンパ

クトで機能的な

都市 

【展開２】 

選択と集中によ

る高質な都市 

【展開１】 

災害に強い都市 

【展開２】 

犯罪のない都市 

【展開３】 

公共交通の充実

により誰もが安

心して活動でき

る都市 

【展開１】 
市民と行政の役

割分担と協働体

制の確立 

【展開２】 
地域固有の風土

が将来にわたり

感じられる都市 

【展開１】 
ものづくりの技

術を活かした個

性 のある発展す

る都市 
【展開２】 
観光資源を活か

した活気のある

都市 

＜都市づくりの目標＞ 



第２編 全体構想 第２章 将来目標の設定 
 

41  

３ 

 

【目標展開１】 

信濃川、五十嵐川をはじめとする水辺や自然豊かな田園風景、越後三山只見国定公園、奥早出粟守門県

立自然公園をはじめとする周囲の山々は、三条市の風景を形づくる上で重要な骨格を形成しており、また

貴重な自然空間ともなっています。この豊かな自然を将来にわたって守り続けるため、それらの保全に深

く関わる農林業の維持や担い手確保などに資する新技術の導入などを展開するとともに、引き続き自然と

親しむ場・機会の創出を図りながら自然との調和・共生を前提に都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開２】 

法華宗総本山本成寺や真宗大谷派三条別院をはじめ、市内に点在する多くの歴史文化遺産は、三条市の

歴史的な奥深さとともに地域固有の趣を創り出しています。このように、長い歴史の中で形づくられてき

た文化を市民とともに守り、活かすことで意識の醸成等を図り、地域固有の風土が将来にわたり感じられ

る都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開１】 

本市は多種多様な金属加工技術を中心とし、高い雇用吸収力を有するといわれている製造業が集積した

工業都市です。一方で本市の人口減少及び若年層の市外への流出を要因とする就業者数の減少傾向は継続

しており、都市の活力や経済力の低下が危惧されます。このことから、より多様な人材が市内外から集ま

り、成長し、活躍できる良質な雇用労働環境の創出を図りながら、本市の個性を活かした産業振興を展開

することにより、今後も持続的に発展する都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開２】 

本市は、ものづくり産業を始め、豊かな自然・田園環境、歴史・文化資源など、個性を活かした多様な

観光資源を有しています。また「アウトドアのまち三条」を宣言し、豊かな自然やアウトドアメーカーの

集積地という個性を活かした交流促進も積極的に展開しています。今後はさらに「八十里越街道」の開通

を見据えた広域的な交流人口増に資する施策の展開も図りながら、本市の個性が光る交流・観光都市づくり

を進めていきます。 

 

【目標展開１】 

人口減少、少子高齢社会にあっても将来にわたってまちの活力を維持し続けていくため、豊かな緑が広

がる環境や既存の都市基盤を活かしつつ、立地適正化計画に基づく居住機能及び都市機能の誘導による中

心市街地の活性化、また、公共交通ネットワークの強化等を展開しながら、いわゆる“コンパクト＋ネッ

トワーク”で機能的な都市づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

地域の⾵⼟を活かした都市づくり 
<固有の自然、歴史・文化の保全と活用> 

目標１ 

三条の個性が光る都市づくり 
<ものづくりと交流を礎とした発展> 

質が⾼く機能的な都市づくり 
<濃密で成熟した都市への転換> 

目標３ 

目標２ 
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【目標展開２】 

各種公共施設をはじめ道路や公園、上下水道、河川など、市民の生活を支える各都市施設については、都

市としての利便性や快適性を確保する重要な都市インフラであるとともに、清潔で安全・安心な暮らしの維

持に必要不可欠な社会インフラでもあります。一方、将来人口の減少が予測される中、これら都市施設や社

会インフラについては、財政状況や地域の担う役割等を踏まえ、選択と集中による効果的かつ戦略的な整備

を進め、地域の特性や実情に応じた都市施設の適正配置を行うとともに、DX 等の新技術を活用した高質で

持続可能な都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開１】 

本市においても甚大な被害が発生した平成１６年の新潟・福島豪雨（7.13 水害）から２０年が経過する中、

近年においても全国各地で地震や台風、豪雨等による災害が発生しており、市民の防災に対する意識がます

ます高まっています。本市が経験した災害の記憶を伝承し、防災訓練を始めとする市民の防災意識の向上に

つながる取組の実施、三条市地域防災計画や立地適正化計画における防災指針と連携したハード・ソフト両

面での防災対策の実施及び防災体制の強化等を展開しながら、災害に強い都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開２】 

近年、様々な犯罪が頻発し治安の悪化が懸念される中、都市づくりにおいても地域の治安確保が重要な  

課題となっています。近年増加傾向の空家の解消等による防犯対策を進めるとともに、防犯カメラの設置等

による地域の防犯活動の促進や地域コミュニティの維持・醸成に関する支援などを展開しながら、地域一体

となって犯罪のない安心に暮らせる住みよい都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開３】 

道路環境の改善による歩行者等の安全確保や道路網の改善などによる渋滞の解消を進め、交通事故のな

い住みよい都市づくりを進めて行きます。また、地域公共交通計画に基づきながら公共交通の維持及びネ

ットワークの充実などを展開し、子どもや高齢者等の交通弱者にとって利便性の高い移動手段の確保を図

ることで、誰もが安全に快適に移動できる住みよい都市づくりを進めていきます。 

 

【目標展開１】 

心地よく安心して暮し続けることができる都市づくりを進めて行くためには、市民の協力や合意形成が

不可欠であるとともに、都市づくりが身近なものとなるよう、多様な媒体や手法を用いて都市づくりに関

する積極的な情報共有を行います。 

都市づくりの主役は市民であり、地域コミュニティの担う役割は重要である一方、今後も少子高齢化が

進展する中、地域コミュニティの脆弱化が危惧されます。そのため、地域コミュニティの維持や醸成に関

する支援を行うとともに、市民と行政の役割分担を明らかにしながら、地域住民主体の身近な社会インフ

ラの維持管理や民間活力の導入を含めた協働体制の整備などにより、協働の都市づくりを進めていきま

す。 

 

 

災害に強く住みよい都市づくり 
<安全・安心の確保> 

目標４ 

市⺠とともにある都市づくり 
<市民と行政の協働> 

目標５ 
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３ 将来都市フレーム 
 

本市の人口は、令和２年の国勢調査において 94,642 人となっており、平成 27 年と比較して 4,550

人減少し、昭和 60 年以降、一貫して減少傾向にあります。国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人

研）の令和２年の国勢調査における人口を基準とした人口推計（令和５年推計）によると、中間年度であ

る令和 17 年には 79,189 人、目標年度である令和 27 年には 68,383 人にまで減少すると予測されて

います。 

本計画においては、この社人研の予測値を将来人口フレームとし、都市としての魅力を高めるための総

合的な都市づくりを目指します。 

 

110,568

110,228

109,583

107,662
104,749

102,292
99,192

94,642
89,768

84,538

79,189

73,796

68,383

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

⼈⼝（⼈）

(1985年) (1990年) (1995年) (2000年) (2005年) (2010年) (2015年) (2020年) (2025年) (2030年) (2035年) (2040年) (2045年)

＜将来目標人口＞ 

「中間年度である令和 17 年（2035 年）の人口を 79,189 人」 

「目標年度である令和 27 年（2045 年）の人口を 68,383 人」 

→ 推計値 実績値 ← 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 



第２編 全体構想 第３章 将来都市構造 
 

44  

● 農業基盤の整った優良農地をはじめとする農用地区域※としてのまとまりを「第一次産業の生産拠点
として、保全•活用を図る区域」とします。 

● 農地の周囲に点在する集落地を「生活基盤の改善などにより、集落環境の維持•向上を図る区域」
とします。 

● 用途地域縁辺（周辺）にあって、将来、宅地化が懸念される区域を「農地と調和した地域環境の保
全に向けて、土地利用の適切な誘導を図る区域」とします。 

● 商店街を中心とする既成市街地や燕三条駅周辺などを「各種商業機能や業務機能、コンベンション
機能※の集積を図る区域」とします。 

●工場が集積している区域や工業団地、栄地域の国道８号沿線を「産業基盤の整備や改善により、産
業立地等を促す区域」とします。 

● 主に、住居がまとまって立地している区域を「生活基盤の改善、更新や土地利用制限の見直しなど
により、暮らしやすい居住空間の維持、創出を図る区域」とします。 

● 大規模な集落地※など一定程度のまとまりをもち、今後、地域の核としての役割が期待される区域
を「環境に配慮するとともに、地域の特性に応じた土地利用の適切な誘導や市街地基盤の適切な改
善、更新を図る区域」とします。 

第３章 将来都市構造 

将来都市像の実現を目指し、市の拠点や近隣都市間を結ぶ都市の骨格となる軸の配置、概ねの土地利

用のゾーニング※をあらわす将来都市構造を設定します。 

 

１ 将来土地利用（ゾーニング） 

都市づくり目標の実現に向けて、市域の将来土地利用の骨格となる構造として、「都市的区域」「田園区域」

「自然区域」を設定し、地域特性を踏まえつつ、秩序ある土地利用を図ります。 

 

(１) 都市的区域 

主に「市街地としての基盤整備や土地利用の誘導により、都市機能の集積を図る区域」を「都市的区域」

と位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 田園区域 

主に「農業生産地としての農地や集落地により構成されている区域を農業生産環境の維持•改善と集落

地における生活環境の向上などにより、農業振興を図る区域」を「田園区域」と位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「ゾーニング」： ［zoning 地域設定］ 土地利用のまとまりなどに応じて、地域などを区分すること。 
※ 「コンベンション機能」： ［convention 集会、大会、慣習］ 集会、会議、大会や見本市・展示会などの集客機能。 
※ 「集落地」： 用途地域以外の区域において、住宅等が一定程度まとまって立地している土地の区域。 
※ 「農用地区域」： 農地のほか、採草地・放牧地及び農業用施設用地を含めた農業生産の用に供する土地の区域。 
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● 越後三山只見国定公園※や奥早出粟守門県立自然公園※に代表される山々や市街地に隣接する丘陵地
を市域における貴重な自然空間※として積極的に保全するとともに、一部については、市民が自然
とふれあえる場として活用する区域とします。 

● 信濃川、五十嵐川などの河川とその周辺の防災性を高めるとともに、市域における身近で貴重な水
辺空間※として、活用する区域とします。 

 

(３) 自然区域 

「山間部や河川など、将来にわたり貴重な自然環境•空間として保全を図るべき区域、又は保全を図り

ながら自然とふれあえる場として活用する区域」を「自然区域」と位置づけます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 「国定公園」： 国立公園に準ずるものとして、国が指定し都道府県が管理する公園。（「国立公園」： 日本の風景を代表するに足る傑

出した自然の景勝地を保護し、国民の保健・休養に役立てるため国が指定し、管理する公園。） 
※ 「県立自然公園」： 都道府県が条例により指定し、国立公園に準じて保護・管理する公園。 
※ 「自然空間」： 森林や樹林地、農地、河川や池沼などが主体となって構成される空間。 
※ 「水辺空間」： 河川や湖沼などの水面と陸域が接する河川敷や湖畔などの空間。 
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● 須頃地区（燕三条駅周辺） 

● 上須頃地区 

 

 

２ 拠点と軸の形成 

都市づくりの目標の実現に向けて、市域内の都市集積•機能集約に対する考え方や市域内外の連携に対

する考え方等、今後の都市形成の方向性を明らかにするため、本市の核となる「拠点」及びこれを結ぶ

「軸」の考え方を示します。 

(１) 拠点の形成方針 

① 中心拠点 

本市では、医療・福祉・子育て・商業等の都市機能を集積すべき拠点として、中心市街地をはじめ、広域的な

交通結節機能を有する須頃・上須頃地区、行政サービスの中心となる市役所三条庁舎周辺を本市の中核的な役割

を担う中心拠点と位置づけます。 

さらに、この中心拠点を「中心市街地地区」「中心業務拠点」「広域交流拠点」「連携生活拠点」に分類し、

各拠点の形成方針を以下に示します。 

 

○中心市街地地区 

「東三条駅、三条駅、北三条駅を結ぶ範囲を中心とした既成市街地」については、歴史•文化などの

地域資産を活かしたにぎわいと交流の場の創出、市民の生活を支える市街地環境の形成を図ります。 

また、市街地での老朽化•密集した家屋や狭隘道路といった都市構成上の課題の改善(防災機能の向

上、都市基盤※の改善)を図ります。 

 

 

○三条庁舎周辺【中心業務拠点】 

市民の利便性の向上を図る拠点として、「市役所三条庁舎周辺」を中心業務拠点と位置づけ、業務機能※の

集積の形成を図ります。 

 

 

○須頃地区【広域交流拠点】 

各種の都市機能を高度に集積すべき拠点として、「須頃
す ご ろ

地区（燕三条駅周辺）」を広域交流拠点と位置づけ、

市内外から多くの人々が集い、働くといった広域交流を目指し、商業、文化、交流、研究開発、コンベンショ

ン機能などの集積を図ります。 

 

 

○上須頃地区【連携生活拠点】 

JR上越新幹線燕三条駅及び北陸自動車道三条燕ICを中心とし、JR弥彦線、国道８号等が結節し交通の利便

性が高く、済生会新潟県央基幹病院や高等教育機関が開校した、「上
かみ

須頃
す ご ろ

地区」を連携生活拠点として位置

づけ、高次都市機能に加えて求められる日常的な生活サービス利便性の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

※「都市基盤」： 道路や公園、上下水道など、都市における暮らしや様々な活動の基礎・土台となる施設などの総称。 
※「業務機能」： 銀行をはじめとする事業所の本支店など、生産や消費活動を直接的に行わない、管理や運営、サービスの提供を主

とする機能の総称。 

● 市役所三条庁舎周辺 

● 既成市街地（東三条駅、三条駅、北三条駅を結ぶ範囲を中心とした区域） 
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● 市役所栄庁舎周辺 

● 市役所下田庁舎周辺 

 

② 地域拠点 

地域の生活拠点として、「市役所栄庁舎周辺」「市役所下田庁舎周辺」を地域拠点と位置づけ、各種公

共機能の集積や地域の利便性の向上に資する商業•業務機能の集積と居住機能※の集積を図ります。 

 

 

 

 

③ 広域連携地域拠点 

国道 289 号八十里越の開通に伴い福島県とつながる玄関口として、「八木ヶ鼻温泉周辺」を広域連携

地域拠点と位置づけ、自然観光、地域交流、利便性の向上を図ります。 

 

 

 

④ 産業拠点•研究拠点 

業務機能や生産機能を集積すべき拠点として、「既存の工場集積地、工業団地」「栄地域の国道８号沿線」

を産業拠点と位置づけ、地域産業の活性化に向けた都市基盤の強化を図ります。また、利器工匠具※製造

などをはじめとした伝統的地域産業及び関連産業等の拠点として、三条鍛冶道場や鍛冶ミュージアムのあ

る「北三条駅周辺」も産業拠点と位置づけ、伝統産業の普及、継承を図ります。 

研究拠点として、「燕三条地場産業振興センター、三条市立大学（須頃地区）」を位置づけ、機能の充実を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 「居住機能」： 戸建住宅やマンションなど、住むことを主たる目的として備えられる機能の総称。 
※ 「利器工匠具」： 包丁やはさみなど、優れた技術によって製造される鋭利な刃物などの道具。

■ 産業拠点 

● 既存の工場集積地、工業団地、栄地域の国道８号沿線 

● 三条鍛冶道場や鍛冶ミュージアム（北三条駅周辺） 

■ 研究拠点 

● 燕三条地場産業振興センター、三条市立大学（須頃地区） 

● 八木ヶ鼻温泉周辺 



第２編 全体構想 第３章 将来都市構造 
 

48  

● 本成寺や三条別院周辺など 

● 歴史民俗産業資料館及び別館「ほまれあ」、三条市立図書館「まちやま」など 

 

(２) その他の拠点の形成方針 

① 交通拠点 

交通の結節※機能を有効に活用するため、ＪＲ燕三条駅、北陸自動車道三条•燕インターチェンジの

ある須頃地区を広域•高速交通の拠点として位置づけるとともに、ＪＲ東三条駅周辺をＪＲ信越本線•

弥彦線の交通結節点として近隣都市間の連携を担う拠点と位置づけ、周辺整備を図ります。 

また、「栄スマートインターチェンジ周辺」については、栄地域などの交通の拠点として位置づけ、

周辺整備を図ります。 

 

 

 

 

② 歴史•文化拠点 

歴史遺産を次世代にわたり継承するための役割を担う施設や市内の主だった社寺を歴史•文化拠点と

位置づけ、三条の歴史的な奥行き感や地域固有の趣を創り出している貴重な空間として、保全•活用を

図ります。 

 

 

 

 

③ スポーツ・レクリエーション※拠点 

市民の憩いの場として、また観光交流の拠点として、市内の「大規模な公園」「スポーツ施設」「ア

ウトドア施設」などをスポーツ・レクリエーション拠点と位置づけ、周囲の自然環境との調和を図りつ

つ、整備•活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
※ 「結節」： 結び目、交点。ここでは、鉄道、バス、自動車などの各種の交通手段が集まること。 
※ 「レクリエーション」： ［recreation 休養、娯楽］ 精神的・肉体的な疲れを休養や娯楽によって癒すこと。

● 須頃地区（燕三条駅、三条•燕インターチェンジ周辺） 

● 栄スマートインターチェンジ周辺 

● 東三条駅周辺 

● 大崎山公園、しらさぎ森林公園、ミズベリング三条など 

● 総合運動公園、六ノ町河川緑地、総合グラウンドなど 

● 八木ヶ鼻温泉、下田地区のキャンプ場など 
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(３) 軸の形成方針 

① 国土交通軸 

広範な都市間の移動機能として確保すべき軸を「国土交通軸」とし、「北陸自動車道」「国道８号」「Ｊ 

Ｒ上越新幹線」を位置づけ、広範な都市間や地域拠点間の連携強化、市内交通網との連携強化により利

便性の向上を図ります。 

 

 

 

 

② 圏域交通軸 

近隣都市間や市域内の移動機能として確保すべき軸を「圏域交通軸」とし、「国道 289 号（3.3.7 大島東

大崎線含む）、国道 290 号、国道 403 号（3.3.28 国道 403 号線含む）、主要地方道長岡見附三条線、主

要地方道新潟小須戸三条線、主要地方道長岡栃尾巻線」を位置づけ、近隣都市間や地域拠点間の連携強化を

図ります。 

同様に「ＪＲ信越本線•弥彦線」も近隣都市間の連携を担う公共交通網として、利便性の向上を図ります。 

また、市南部における東西方向の連携強化に向けて、幹線となる道路整備のあり方を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 「バイパス」： ［bypass 間道、迂回路］ 通過交通などによる交通混雑を緩和するため、市街地の外周などに迂回して設けられる道

路。 

● 北陸自動車道 

● 国道８号（3.1.1 東本成寺大島線、3.3.50 国道 8 号栄線含む） 

● ＪＲ上越新幹線 

● 国道 289 号（3.4.9 燕東大崎線含む） 

● 国道 289 号バイパス※（3.3.7 大島東大崎線） 

● 国道 290 号 

● 国道 403 号（一部 3.4.15 東三条塚野目線を含む） 

● 国道 403 号三条北道路・三条塚野目道路（3.3.28 国道 403 号線） 

● 主要地方道長岡見附三条線（3.5.22 三条四日町線を含む） 

● 主要地方道新潟小須戸三条線 

● 主要地方道長岡栃尾巻線 

● ＪＲ信越本線•弥彦線 

● 市南部における東西方向の幹線（構想） 
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③ 域内交通軸（都市軸、外環状軸、内環状軸、地域連携軸、地域軸） 

地域内もしくは市街地内の移動機能として確保すべき軸を「域内交通軸」とし、地域拠点間の連携強

化、市街地内の交通網の機能強化を図ります。 

なお、国土交通軸、圏域交通軸の一部については、機能に応じて域内交通軸における都市軸、環状軸

としても位置づけます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 道路名の表記について 

文中、道路名は国・県・市道名を記述していますが、都市計画道路については、「①.②.③＋都市計画道路名」 

（例：3.1.1 東本成寺大島線）で表記しています。 

国県道で都市計画道路にも指定されているものについては、（ ）にて併記しています。 

①、②、③は、それぞれ、区分、規模、一連番号で、3.1.1 燕大崎線の場合、3（区分）：幹線街路、1（規模）：幅員 40ｍ以上、 

1：区分ごとの一連番号を表しています。 ⇒巻末【用語解説（都市計画施設）】参照 

 

④ 自然•環境軸 

自然空間として保全すべき軸を「自然•環境軸」とし、「信濃川、五十嵐川」を位置づけ、親水機能

の整備などにより、水と潤いある都市づくりを図ります。

■ 都市軸（市街地内の交通網の主軸） 

● 国道 289 号（3.4.9 燕東大崎線） 

● 3.4.10 新保裏館線 

■ 外環状軸（市街地内の交通網の機能強化） 

● 国道 8 号（3.1.1 東本成寺大島線）の一部 

● 国道 289 号バイパス（3.3.7 大島東大崎線） 

● 3.5.27 西大崎西本成寺線 

■ 内環状軸（市街地内の交通網の機能強化） 

● 3.4.12 一ノ木戸西本成寺線 

● 3.4.13 島田線 

● 3.5.25 荒町北中線（第一産業道路） 

■ 地域連携軸（各交通軸との連携強化） 

● 県道大面保内線（三条地域と栄地域を南北に結ぶ軸） 

● 市道月岡道心坂線（三条地域と下田地域を東西に結ぶ軸）、市道大浦山手線、市道やまなみ線 

■ 地域軸（各地域内の交通網の連携•機能強化） 

〔東西方向〕 

● 市街地：3.5.24 下坂井四ノ町線、3.5.26 石上興野線 

● 三条地域：県道三条八王寺線、市道金子吉田線 

● 栄地域：県道分水栄線、3.4.51 半ノ木一ツ屋敷線、市道矢田中曽根新田線 

● 下田地域：県道森町鹿峠線、県道三条下田線 

〔南北方向〕 

● 市街地：主要地方道長岡見附三条線（3.5.22 三条四日町線）の一部、3.4.18 田島曲渕線 

● 三条地域：県道塚野目代官島線、市道下谷地柳場新田線、下谷地合屋線ほか 

● 栄地域：県道坂井猪子場
い の こ ば

新田線、市道岡野新田 2 号線 

● 下田地域：県道鞍
くら

掛
かけ

八木向線、県道下田見附線 

● 信濃川、五十嵐川 



第２編 全体構想 第３章 将来都市構造 
 

51  

 

 

□ 将来都市構造図 
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□ 将来都市構造図（拡大図） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


